
平
成
二
十
一
年
四
月
十
五
日
提
出

質

問

第

三

一

一

号

内
閣
人
事
局
長
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

江

田

憲

司

311



内
閣
人
事
局
長
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

先
に
提
出
し
た
、
「
内
閣
人
事
局
長
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
以
下
「
主
意
書
」
と
い
う
。
）
」
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣

衆
質
一
七
一
第
二
七
八
号
。
以
下
「
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
に
は
、
多
々
答
弁
漏
れ
が
あ
り
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
以
下
、
再
質
問
す
る
。
答
弁
に
あ
た
っ
て
は
、
複
数
の
質
問
を
一
括
し
て
答
弁
す
る
の
で
は
な
く
、
一
つ
一
つ
誠
実
に
答

え
ら
れ
た
い
。

一

質
問
主
意
書
の
答
弁
書
作
成
に
お
け
る
内
閣
法
制
局
の
役
割
如
何
。
な
ぜ
、
全
質
問
主
意
書
の
答
弁
書
作
成
に
あ
た
り
、

政
府
部
内
で
内
閣
法
制
局
の
審
査
、
あ
る
い
は
協
議
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
法
制
的
な
観
点
か
ら
審
査
す
る

必
要
の
な
い
も
の
ま
で
法
制
局
審
査
が
行
わ
れ
る
理
由
如
何
。

二

一
の
内
閣
法
制
局
の
役
割
を
含
め
、
政
府
部
内
で
の
質
問
主
意
書
の
答
弁
書
作
成
に
お
い
て
、
な
ぜ
、
以
下
の
五
及
び
六

で
再
質
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
答
弁
漏
れ
が
起
こ
る
の
か
。
主
意
書
「
二
及
び
三
」
、
主
意
書
「
七
」
に
対
す
る

答
弁
が
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明
を
求
め
る
。
な
お
、
そ
れ
で
も
答
弁
漏
れ
な
し
と
強
弁
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
理

由
を
述
べ
よ
。

三

答
弁
書
「
一
に
つ
い
て
」
で
は
、
「
内
閣
人
事
局
長
に
つ
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
内
閣
官
房
長
官
の
下
、
内
閣
の

一



重
要
政
策
に
対
応
し
た
適
材
適
所
の
人
事
を
実
現
す
る
と
と
と
も
に
、
役
職
の
新
設
に
伴
う
国
民
負
担
の
増
大
を
避
け
る
た

め
、
内
閣
総
理
大
臣
が
内
閣
官
房
副
長
官
の
中
か
ら
指
名
す
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の

で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
「
役
職
の
新
設
に
伴
う
国
民
負
担
の
増
大
を
避
け
る
た
め
」
な
ら
、
な
ぜ
、
観
光
庁
長
官
は
専
任

で
、
内
閣
人
事
局
長
は
兼
務
で
足
り
る
の
か
。
政
府
と
し
て
、
観
光
庁
の
方
が
内
閣
人
事
局
よ
り
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
か

ら
か
。
明
確
に
そ
の
違
い
を
説
明
さ
れ
た
い
。

四

現
在
、
国
会
で
審
議
中
の
法
案
に
お
け
る
消
費
者
庁
は
、
そ
の
設
立
の
暁
に
は
、
「
役
職
の
新
設
に
伴
う
国
民
負
担
の
増

大
を
避
け
る
た
め
」
、
そ
の
長
官
は
兼
務
と
す
る
の
か
。
専
任
と
す
る
な
ら
、
観
光
庁
と
同
様
、
そ
の
違
い
を
明
確
に
説
明

さ
れ
た
い
。

五

答
弁
書
「
二
及
び
三
に
つ
い
て
」
は
、
主
意
書
「
二
及
び
三
」
に
答
え
て
い
な
い
。
答
弁
書
は
「
時
々
の
内
閣
総
理
大
臣

の
判
断
に
よ
り
、
三
名
の
内
閣
官
房
副
長
官
の
中
か
ら
適
切
な
者
が
充
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
主
意

書
「
二
及
び
三
」
は
麻
生
総
理
大
臣
の
判
断
を
問
う
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
河
村
官
房
長
官
が
、
三
月
二
十
四
日
の
参
議
院

内
閣
委
員
会
で
の
答
弁
で
、
内
閣
人
事
局
長
に
は
事
務
の
官
房
副
長
官
を
あ
て
る
の
が
「
麻
生
政
権
の
方
針
」
と
明
言
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
事
務
の
官
房
副
長
官
を
あ
て
る
と
い
う
こ
と
で
良
い
か
。
再
度
、
念
の
た
め
確
認
す
る
。
そ
れ
と
も
、
当

二



該
国
会
答
弁
は
撤
回
す
る
の
か
。
河
村
答
弁
の
確
認
か
、
撤
回
か
、
明
確
に
答
え
ら
れ
た
い
。

六

答
弁
書
「
六
及
び
七
に
つ
い
て
」
は
、
主
意
書
「
七
」
に
答
え
て
い
な
い
。
よ
っ
て
再
度
問
う
。
防
衛
省
で
、
ス
タ
ッ
フ

職
た
る
防
衛
参
事
官
が
、
ラ
イ
ン
職
で
あ
る
内
局
局
長
や
官
房
長
を
兼
ね
て
い
る
例
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
防
衛
参
事
官
の

所
掌
事
務
は
、
「
命
を
受
け
て
、
防
衛
省
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
基
本
的
方
針
の
策
定
に
つ
い
て
防
衛
大
臣
を
補
佐
す
る
」

（
防
衛
省
設
置
法
第
七
条
第
二
項
）
と
さ
れ
、
「
官
房
長
及
び
局
長
は
、
防
衛
参
事
官
を
も
つ
て
充
て
る
」
（
防
衛
省
設
置

法
第
九
条
第
二
項
）
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
国
家
公
務
員
法
改
正
案
に
も
、
「
内
閣
人
事
局
長
は
、
国
家
戦
略
ス

タ
ッ
フ
を
も
っ
て
充
て
る
」
と
規
定
す
れ
ば
足
り
る
の
で
は
な
い
か
。
防
衛
参
事
官
に
は
兼
務
が
認
め
ら
れ
、
国
家
戦
略
ス

タ
ッ
フ
に
は
国
家
公
務
員
制
度
改
革
基
本
法
の
改
正
が
な
い
と
兼
務
が
認
め
ら
れ
な
い
理
由
如
何
。
そ
の
法
律
的
差
異
を
明

確
に
答
え
ら
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


